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校長 川島宗竹 

暮秋の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご健勝のことと拝察いたします。 

日頃より、小野寺南小学校の教育活動につきまして、ご理解ご協力をいただき、誠にありがとう

ございます。 

稲刈りもすべて終わり、学校を取り巻く地域の山々が尐しずつ色づいてまいりました。そんな中、

4 日（金）には、みかも山全校遠足を行いました。天気に恵まれ、最高の遠足日和でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《全校遠足》          

 １１月４日（金）１～６年生のあじさいっ子グループでみかも山に遠足に行ってきました。

心構えについては、学級でも、校長講話でも話してまいりましたが、さて本番ではどうだった

でしょうか？。 

 さすが、小野寺南小の児童の皆さんでした。６年生は、下級生をリードしてくれましたし、

下級生は、上級生のお兄さんお姉さんの言うことを聞いて、きちんと行動してくれました。 

 以下、全校遠足のようすをお伝えいたします。 (あじさいっ子グループ) 

 学校からみかも山公園までは｢あじさいっ子

グループ｣で道路を歩きました。途中、円仁和尚

が産湯に浸かったという公園でトイレ休憩をし

たあと、みかも山公園に向かいました。校長は

と言うとコースに危険なところはないかを先に

確認するために、自転車で先回りをしていまし

た。 

 ６年生が先頭をきちんと歩き下級生を先導し

てくれたので、安全に移動ができました。途中、

信号機のある交差点(旧５０号)を渡ることもあ

ったのですが、スムーズに渡ることができまし

た。６年生の頑張りと下級生の協力に感謝。 

(フラワートレイン)  

 みかも山公園からわんぱく広場までは、「フラ

ワートレイン」に乗りました。１便には５０人が

限度なので、臨時便を出していただきました。乗

り物は、いくつになっても楽しいものらしく、子

どもたちは結構、喜んでいました。そういう私も、

どういうわけか乗り物に乗ると嬉しくなります。

すれ違う人々に「おはようございます。」と声を

かけると皆さん返事を返してくださいました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

             

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ウォークラリー)  

 わんぱく広場から駐車場までは、あじさ

いっ子グループごとにウォークラリーをし

ながら下りました。「全員じゃんけん」「お

みくじ」「しりとり」「みかも山漢字クイズ」

「まつぼっくり転がし」などがありました。 

 それぞれ歓声を上げて喜んでいました。

みんなでやるとこんなに楽しいものなのか

とあらためて感心してしまいました。 

 

≪休日ボランティア≫ 

 １１月５日（月）休日ボランティアの皆さんによる「ピ

ザ作り」がありました。薄く伸ばした生地にトッピング

していきますが、ピーマンなどの切り方がとても上手な

女の子がいました。聞くところによると家でもお手伝い

しているとのこと。さすがです。出来上がった生地を焼

くわけですが、窯が独特です。ダンボールの内側にアル

ミ箔を張り、針金で棚を作って生地を乗せ、一番下の棚

の缶に入った炭で熱を加えるというものです。約２０分

で出来上がり。とても美味しかったです。 

(わんぱく広場)  

 わんぱく広場では、あじさいっ子グ

ループごとにお昼を食べた後、遊具等

で遊びました。時間は短かったのです

が、一生懸命遊んだので相当汗をかき

ました。 

 特に人気だったのは、トランポリン

のような白い遊具でした。みんなで乗

ると迫力がありました。 

≪廊下、右側歩行≫ 

 今学校では、右側歩行を徹底しています。安全に気を付けて生活す

ることによって、落ち着いて学習に取り組める子を目指しています。

児童会の運営委員の子どもたちが階段に注意を促す看板などを立てて

くれ、全校児童に呼び掛けてくれています。 

 右側歩行は廊下だけでなく、登校班で登下校するときにも気を付け

たいことです。最近は、ほとんどの登校班が右側を一列で歩いていま

す。また、挨拶もきちんとできるようになってきています。 

 ご家庭ではヘルメット着用、左側一列など、自転車の乗り方にも気

を付けさせていただけると助かります。よろしくお願いいたします。 

 


